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【目的】
　本研究では、青年期の競技選手を対象に、バランスの良い食事の習慣に関連する要因を居住形態別に明
らかにすることを目的とした。
【方法】
　18歳以上の競技選手を対象として、2020年10月～ 2021年 1 年の期間に、無記名のWeb調査を実施した。
解析対象は、回答が得られた1,293名のうち1,239名であった（有効回答率95.8%）。対象者は、各料理区分（主
食、主菜、副菜、牛乳・乳製品、果物）の 1 日の摂取頻度に基づき、 2 群に分類された（高頻度群：全て
の料理区分の頻度が中央値以上であった者、低頻度群：それ以外の者）。居住形態別（ 1 人暮らし、家族
と同居、寮生活）に、χ2検定を用いて高頻度群と低頻度群の環境要因の違いを検討した。
【結果】
　家族と同居および寮生活の者では、男女ともに食事の提供者がいる者に、高頻度群の割合が高かった。
家族と同居および寮生活の女性においては、チーム内の食事に関する規範がある者に高頻度群の割合が高
かった。 1 人暮らしの者では、バランスの良い食事の習慣と各要因との間に関連はみられなかった。
【結論】
　 1 人暮らし以外の者では食事提供者の存在、家族と同居および寮生活の女性ではチーム内の食事の規範
がバランスの良い食事の実践に影響を与える可能性が示された。
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短　報

Ⅰ　緒言

　競技選手に望ましい食行動を促すためには、競技選
手の食習慣を的確にアセスメントした上で、支援する
ことが重要である 1）。特に、競技選手の食行動は、本
人の意識や知識のみならず、本人を取り巻く家族や
チームスタッフの考え方、チームの規範等の環境に関
する要因（環境要因）からも影響を受ける 2）, 3）。そこ
で、特定非営利活動法人日本スポーツ栄養学会（Japan 
Sports Nutrition Association, 以下JSNA）のプロジェ
クトチームでは、プリシード・プロシードモデル 4）の
枠組みを参考に、選手の食習慣に影響を及ぼす要因を

包括的に含む競技選手向けの質問（アセスメント）票
を作成した。プリシード・プロシードモデルは、計画
的アセスメントを行うプリシードと、行動変容プログ
ラム実施後の評価を行うプロシードの 2 つの構成要素
からなるモデルであり、公衆衛生の分野で広く活用さ
れてきた 4）。そのうちプリシードでは、課題となる行
動と 4 つの要因（行動に影響を与える物理的および社
会的な環境からなる環境要因、望ましい行動変容を促
進するスキルや資源からなる実現要因、他者から得ら
れる報酬やフィードバックからなる強化要因、知識や
態度、信念、価値観からなる準備要因）との関連を包
括的にアセスメントすることを重視している 4）。

連絡先：〒 370-0033　群馬県高崎市中大類町 37-1
　　　　E-mail : inoue-h@takasaki-u.ac.jp
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　10代後半から20代（以下青年期）は、大学進学や就
職等のライフイベントにともない、家族と同居する者
の割合が減少し、 1 人暮らしをする者の割合が増加す
る 5）。そのような居住形態の変化は食習慣に影響を及
ぼすことが先行研究において示唆されている 5）~ 7）。例
えば、農林水産省の調査では、 1 人暮らしの者は、そ
うでない者と比べて、 １ 週間に主食、主菜、副菜をそ
ろえて食べることが 1 日 2 回以上ある日数が少ないこ
とが報告されている 8）。競技選手においては、一般の
者よりも寮生活の者の割合が高い傾向にあり 9），10）、一
般の青年期とは異なる要因が食習慣に影響を及ぼす可
能性がある。しかしながら、これまで青年期の競技選
手の食習慣に関連する要因を居住形態別に評価した研
究はみられない。居住形態別に、青年期の選手の食習
慣とそれを取り巻く要因との関連を明らかにすること
により、実現可能性の高い栄養教育プログラムの計画
および実施につなげることが可能となるだろう。
　そこで、本研究では、プリシード・プロシードモデ
ルを参考にした包括的な質問票を用いて、 1 日あたり
の主食、主菜、副菜、牛乳・乳製品、果物の摂取頻度
に基づき評価したバランスの良い食事の習慣に関連す
る要因を居住形態別に明らかにすることを目的とし
た。なお、国民健康・栄養調査11）において、食習慣に
は性差があることが報告されているため、本研究にお
いても男女別で検討することとした。

Ⅱ　方法

1 ．対象者および調査手順
　対象者は、都道府県大会、全国大会、国際大会に継
続的に参加している18歳以上30歳未満の競技選手と
し、無記名によるWeb調査を行った。
　本研究では次に示す 2 つの手続きを経て、対象者を
選定した。最初の手続きは、協力者の募集であった。
協力者とは、JSNAの学会員であり、かつ18歳以上の
競技選手が所属する競技団体やチームに対して栄養サ
ポート等との関係がある者とした。協力者の募集は、
JSNAのホームページ、ソーシャル・ネットワーキン
グ・サービス（Facebook: Meta Platforms, Inc.）、お
よび学会員宛てに配信するメールニュース（2020年10
月19日）にて行った。協力の同意が得られた学会員（協
力者）には、関係のある所属団体やチームの責任者（指
導者）へ調査研究の協力を依頼してもらい、その許可
を得た上で、対象者（選手）の選定を行ってもらった。
なお、対象者の競技種目の構成が偏らないように、協
力者依頼時に調整を行った。
　協力者は20名、その協力者を介して調査研究を依頼
したチームおよび競技団体は53団体であった。そのう
ち、指導者の承諾が得られた41団体に所属している総
計1,390名の競技選手にWeb調査のURLを配信した。

その際、対象者以外の回答を見極めるためのIDも発
行した。
　Web調査の回答画面の冒頭には、本研究の目的、
調査の対象者として選定された理由、研究参加にとも
なう危害・便益、任意の参加であること、情報公開の
方法、個人情報の取り扱い等について記した。説明の
末尾には、「本研究に協力することに同意します」の
文章とチェックボックスを設け、チェックマークの入
力をもって調査に同意したものとみなした。本研究
は、東京農業大学倫理委員会より承認を得て実施した
（承認番号：2007　日付：2020年 7 月31日）。
　2020年10月 1 日から2021年 1 月31日の調査期間に選
手が回答したデータは、Webアンケートシステム（株
式会社Klar）にて随時集計され、Web上に保存される
ように設定した。

2 ．調査項目
　調査票の構成要素は、プリシード・プロシードモデ
ルのQOL、健康、行動とライフスタイル、環境要因、
準備要因、強化要因、実現要因とした。調査項目は、
武見が作成した個人および環境要因のアセスメント項
目の一覧12），13）を参考に作成し、研究プロジェクトメン
バー 6 名（管理栄養士 4 名を含む）によって、作成
された項目の内容が妥当であるか判断した（論理的妥
当性の検討）。また、管理栄養士養成課程の大学生10
名に、質問と選択肢の答えやすさや負担度、不適切な
文言の有無の確認を依頼した（表面的妥当性の検討）。
これらの 2 つの手順をもって内容的妥当性を検証し
た。
　本研究では、作成した質問65項目のうち、環境要因、
準備要因、強化要因、実現要因を構成している12項目
を使用した（表 1 ）。バランスの良い食事の習慣の評
価指標は、主食、主菜、副菜、牛乳・乳製品、果物の
摂取頻度とし、過去 1 ヶ月間から現在の状況につい
て回答させた。環境要因は物理的環境（食物へのアク
セス）、社会的環境（食事に関する規範、モデリング）、
居住形態、実現要因は専門職等の人的資源、強化要因
は他者から得られる励まし（情緒的支援）やフィード
バック（評価的支援）、準備要因は主食・主菜・副菜
にかかわる食知識に関する項目とした。その他、属性
に関する項目は、性別、年齢、競技レベル、競技種目
であった。競技種目は、国際オリンピック委員会の栄
養に関する合意声明の分類を基本とした先行研
究14），15）と同様に、パワー系、ストレングス系、ラケッ
ト系、審美系、体重階級系、持久系、チームスポーツ、
その他の 8 競技区分に分類した（表 2 ）。

3 ．解析方法
　解析対象者は、Web調査の回答が得られた1,293名
（回収率93.0%）のうち、30歳以上であった 4 名、調
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査内容閲覧のために入力した18名、入力内容から競技
者ではないと判断された12名、重複回答したと思われ
る 2 名、未発行IDを使用し入力した 4 名、居住形態
を問う項目においてその他と回答した14名の計54名を
除外した1,239名とした（有効回答率95.8%）。
　居住形態間の年齢の比較には一元配置分散分析を用
いた。居住形態間の競技レベルおよび主食、主菜、副
菜、牛乳・乳製品、果物の頻度の比較にはχ2検定を
用い、有意な関連が認められた項目では残差分析を
行った。
　各料理区分の摂取頻度の回答は、［ 1 日 3 回以上摂
る］、［ 1 日 2 回摂る］、［ 1 日 1 回摂る］、［ 1 週間に 1
回は摂る］、［月に数回は摂る］、［ほとんど摂らない］
の 6 択で求めた。解析の際には、［ 1 週間に 1 回は摂
る］、［月に数回は摂る］、［ほとんど摂らない］と回答
した者を［ 1 日 0 回］とした。それぞれの回答の中央
値を基準として、主食 1 日 3 回以上、主菜 1 日 2 回以
上、副菜 1 日 2 回以上、乳製品 1 日 1 回以上、果物 1
日 1 回以上をすべて満たす者を高頻度群、それ以外の
者を低頻度群に分けた。各居住形態の高頻度群と低頻
度群の環境要因、実現要因、強化要因、準備要因の比
較には、χ2検定、もしくはフィッシャーの直接確率
検定を用いた。
　統計解析には統計解析ソフトウェア（SPSS Statis-

tics28.0：日本アイ・ビー・エム株式会社）を用い、
有意水準は両側検定で 1 %未満とした。

Ⅲ　結果

1 ．対象者の属性および居住形態
　対象者1,239名のうち、男性が654名（52.8%）、女性
が585名（47.2%）であった。各競技区分の人数は表 2
に示した。居住形態別（表 3 ）の集計によると、男性
では、 1 人暮らしの者が228名（34.9%）、家族と同居
の者が202名（30.9%）、寮生活の者が224名（34.3%）
であった。居住形態間で年齢に有意な差は認められ
ず、競技レベルの比率にも差はみられなかった。女性
では、 1 人暮らしの者が214名（36.6%）、家族と同居
の者が141名（24.1%）、寮生活の者が230名（39.3%）
であった。年齢（平均値±標準偏差）は、それぞれ 1
人暮らし20.4±2.0歳、家族と同居20.0±1.3歳、寮19.7
±1.2歳であり、1 人暮らしが他の者より有意に高かっ
た（p ＜ 0.001）。居住形態間で競技レベルの比率に差
がみられ、寮生活において全国大会出場レベルの者の
割合が高かった（p ＜ 0.001）。

表 1  調査項目
大項目 中項目 小項目
食習慣 バランスの良い食事の習慣＊ 主食、主菜、副菜、牛乳・乳製品、果物の摂取頻度
環境要因 物理的環境

　食物へのアクセス 自宅から練習拠点の間や近隣に、早朝または深夜に利用で
きる店があるか
自宅から練習拠点の間や近隣に、主食・主菜・副菜がそろっ
た食事ができる店があるか

居住形態
社会的環境
　食事に関する規範 チームに食事に関するルールがあるか
　モデリング 周りに参考にしたいと思う食べ方をしている人がいるか

実現要因 専門職等の人的資源
　栄養に関する専門職の存在 所属するチームにおいて定期的に栄養講習会が開かれてい

るか
所属する組織・学校・施設等に栄養相談ができる場所があ
るか

　相談者の存在 普段、食事のことを相談できる人がいるか
　食事提供者の存在＊＊ 誰かに食事を準備してもらっているか（朝食、昼食、夕食）

強化要因 他者から得られる励ましやフィードバック＊＊＊

　情緒的支援 食事を準備してくれる者は食事面に関して心配してくれるか

　評価的支援 食事を準備してくれる者は食事の内容や選択の仕方など食
べ方のアドバイスをしてくれるか

準備要因 　主食・主菜・副菜にかかわる食知識 料理区分（主食、主菜、副菜）を理解しているか
その他 　属性 性別、年齢、競技レベル、競技種目
＊ 　主食は「ごはん、パン、麺類」、主菜は「肉、魚、卵、大豆製品」、副菜は「和え物、汁物、サラダ、海藻類」と示した。
＊＊  家族と同居および寮生活の者のみ回答させた。
＊＊＊食事提供者の存在の質問に対し、［誰かに準備してもらう］と回答した者のみ回答させた。
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２ ．性別、居住形態による主食、主菜、副菜、牛乳・
乳製品、果物の摂取頻度

　性別、居住形態別の主食、主菜、副菜、牛乳・乳製
品、果物の摂取頻度を表 3 に示した。主食の摂取頻度
においては、家族と同居および寮生活の男性では 1 日
3 回 以 上 摂 る 者 の 割 合 が 高 か っ た が（74.8%、
81.3%）、 1 人暮らしではその割合が48.7%と低かった
（p ＜ 0.001）。女性においても、寮生活では 1 日 3 回
以上摂る者の割合が78.7%と高かったが、 1 人暮らし
ではその割合が50.9%と低かった（p ＜ 0.001）。主菜
においては、男女ともに、寮生活では 1 日 3 回以上摂
る者の割合が最も高かったが（61.6%、56.1%）、 1 人
暮らしではその割合が低かった（28.1%、34.6%）（い
ずれもp ＜ 0.001）。副菜においては、寮生活の男性で
は 1 日 2 回摂る者の割合が高かったが（47.8%）、 1 人
暮らしではその者の割合が低かった（33.8%）。寮生活
の女性においては、 1 日 3 回以上摂る者の割合が最も
高かったが（41.7%）、 1 人暮らしではその者の割合が
低かった（23.4%）。（いずれもp ＜ 0.001）。牛乳・乳
製品においては、家族と同居の男性では 1 日 3 回以上
摂る者の割合が26.2%であったが、 1 人暮らしではそ
の割合が低かった（14.0%）（p ＜ 0.001）。 1 人暮らし
の女性においても7.5%であり、その割合は低かった。
果物においては、家族と同居の男性においても、 1 日
3 回以上摂る者の割合は低かったが（13.4%）、 1 人暮
らしの男性および女性においてはそれ以上に低かった
（3.9%、2.3%）。
　居住形態別にみると、男性の高頻度群は、 1 人暮ら
し35名（15.4％）、家族と同居73名（36.1％）、寮生活
78名（34.8％）であった。女性では、 1 人暮らし18名
（8.4％）、家族と同居25名（17.7％）、寮生活107名
（46.5％）であった。

３ ．居住形態別にみた主食、主菜、副菜、牛乳・乳
製品、果物の摂取頻度と各要因との関連（男性）
（表 4 ）

１ ）環境要因
　環境要因の項目では、いずれの居住形態でも高頻度
群と低頻度群との間で比率に差がみられなかった。
２ ）実現要因
　実現要因の項目では、家族と同居の男性において、
低頻度群では朝食を準備してくれる人がいる者の割合
が50.4%と低かったが、高頻度群ではその割合が74.0%
と高く、高頻度群と低頻度群との間で比率に差がみら
れた（p = 0.001）。
３ ）強化要因
　強化要因の項目では、いずれの居住形態でも高頻度
群と低頻度群との間で比率に差がみられなかった。
４ ）準備要因
　準備要因の項目では、いずれの居住形態でも高頻度
群と低頻度群との間で比率に差はみられなかった。

４ ．居住形態別にみた主食、主菜、副菜、牛乳・乳
製品、果物の摂取頻度と各要因との関連（女性）
（表 5 ）

１ ）環境要因
　環境要因の項目では、家族と同居および寮生活の女
性において、低頻度群では食事に関する規範がある者
の割合が低く（12.9%、26.8%）、高頻度群ではその割
合が高かった（48.0%、51.4%）（いずれもp ＜ 0.001）。
２ ）実現要因
　寮生活の女性において、低頻度群では定期的な栄養
講習会の開催および栄養相談ができる場所がある者の
割合が低く（30.1%、43.9%）、高頻度群ではその割合
が高かった（49.5%、65.4%）（p = 0.003、p = 0.001）。

表 2   対象者の競技種目
競技区分 競技種目 男性 女性 総計
パワー系 陸上競技 / 中距離、400 m ハードル、自転車 / トラック 31 20 51

競泳、ボート、カヌー
ストレングス系 陸上競技 / 短距離、100 m ハードル、110 m ハードル 40 26 66

跳躍、投擲、十種競技
ラケット系 卓球、テニス、バドミントン 27 14 41
審美系 体操 5 2 7
体重階級系 柔道、ウエイトリフティング、ボクシング 27 22 49
持久系 陸上競技 / 長距離、3,000 m 障害、競歩 22 9 31

自転車 / ロードレース、マウンテンバイク、セーリング
チームスポーツ ホッケー、アイスホッケー、サッカー 451 464 915

ラグビーフットボール、アメリカンフットボール
バレーボール、バスケットボール、ラクロス
ソフトボール、野球、準硬式野球

その他 ゴルフ、剣道、なぎなた 51 28 79
総計 654 585 1239

居住形態別にみた青年期競技選手のバランスの良い食事の習慣に関連する要因
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また、家族と同居の女性において、低頻度群では昼食
を準備してくれる人がいる者の割合が44.8%と低値で
あったが、高頻度群ではその割合が76.0%と高値であっ
た（p = 0.005）。寮生活の女性において、低頻度群で
は夕食を準備してくれる人がいる者の割合が30.1%と
低値であったが、高頻度群ではその割合が51.4%と高
値であった（p ＜ 0.001）。
３ ）強化要因
　強化要因の項目では、いずれの居住形態でも高頻度
群と低頻度群との間で比率に差がみられなかった。
４ ）準備要因
　準備要因の項目においては、いずれの居住形態でも
高頻度群と低頻度群との間で比率に差はみられなかっ
た。

Ⅳ　考察

　本研究では、青年期の競技選手を対象に、プリシー
ド・プロシードモデルを参考にした包括的な質問票を

用いて、バランスの良い食事の習慣に関連する要因を
居住形態別に明らかにすることを目的とした。その結
果、競技選手のバランスの良い食事の習慣に影響を与
える要因は、居住形態や性別によって異なる可能性が
示された。
　本研究では、バランスが良い食事の習慣として、主
食、主菜、副菜、牛乳・乳製品、果物の 1 日あたりの
摂取頻度が中央値以上であった者（高頻度群）とそれ
以外の者（低頻度群）に分類した。主食・主菜・副菜
を組み合わせた食事と食物・栄養素摂取状況との関連
を検討したシステマティックレビュー16）および大学生
の競技選手を対象とした研究17）おいては、主食・主菜・
副菜を組み合わせた食事の回数が多い人ほど、エネル
ギー、たんぱく質、各種ビタミン・ミネラルの摂取量
が多いことが報告されている。したがって、本研究で
用いた分類方法は、実際の食事摂取量を反映できてい
たものと推察される。
　本研究では、男女ともにバランスの良い食事の習慣
をもつ者の割合は、 1 人暮らしの者で最も低かった。

表 3   性別、居住形態による主食、主菜、副菜、牛乳・乳製品、果物の摂取頻度
男性 女性

全体 １人 家族 寮 全体 １人 家族 寮
n = 654 n = 228 n = 202 n = 224 n = 585 n = 214 n = 141 n = 230

人数 % 人数 % 人数 % 人数 % p 値 人数 % 人数 % 人数 % 人数  % p 値
主食 1 日 3 回以上摂る 444 67.9 111 48.7 ＊ 151 74.8 ＊ 182 81.3 ＊ <0.001§ 371 63.4 109 50.9 ＊ 81 57.4 181 78.7 ＊  <0.001§

1 日 2 回摂る 182 27.8 97 42.5 ＊ 47 23.3 38 17.0 ＊ 169 28.9 88 41.1 ＊ 45 31.9 36 15.7 ＊

1 日 1 回摂る 23 3.5 18 7.9 ＊ 2 1.0 ＊ 3 1.3 ＊ 39   6.7 14 6.5 14 9.9 11 4.8
1 日 0 回 5 0.8 2 0.9 2 1.0 1 0.4 6   1.0 3 1.4 1 0.7 2 0.9

主菜 1 日 3 回以上摂る 302 46.2 64 28.1 ＊ 100 49.5 138 61.6 ＊ <0.001§ 261 44.6 74 34.6 ＊ 58 41.1 129 56.1 ＊ <0.001§

1 日 2 回摂る 253 38.7 105 46.1 ＊ 83 41.1 65 29.0 ＊ 242 41.4 100 46.7 ＊ 62 44.0 80 34.8 ＊

1 日 1 回摂る 86 13.1 48 21.1 ＊ 18 8.9 ＊ 20 8.9 ＊ 72 12.3 35 16.4 ＊ 18 12.8 19 8.3 ＊

1 日 0 回 13 2.0 11 4.8 ＊ 1 0.5 1 0.4 ＊ 10   1.7 5 2.3 3 2.1 2 0.9
副菜 1 日 3 回以上摂る 154 23.5 28 12.3 ＊ 53 26.2 73 32.6 ＊ <0.001 181 30.9 50 23.4 ＊ 35 24.8 96 41.7 ＊ <0.001

1 日 2 回摂る 276 42.2 77 33.8 ＊ 92 45.5 107 47.8 ＊ 205 35.0 65 30.4 52 36.9 88 38.3
1 日 1 回摂る 172 26.3 78 34.2 ＊ 54 26.7 40 17.9 ＊ 163 27.9 74 34.6 ＊ 51 36.2 ＊ 38 16.5 ＊

1 日 0 回 52 8.0 45 19.7 ＊ 3 1.5 ＊ 4 1.8 ＊ 36   6.2 25 11.7 ＊ 3 2.1 ＊ 8 3.5 ＊

乳製品 1 日 3 回以上摂る 121 18.5 32 14.0 ＊ 53 26.2 ＊ 36 16.1   <0.001 82 14.0 16 7.5 ＊ 21 14.9 45 19.6 ＊ <0.001
1 日 2 回摂る 141 21.6 41 18.0 44 21.8 56 25.0 137 23.4 42 19.6 37 26.2 58 25.2
1 日 1 回摂る 232 35.5 71 31.1 78 38.6 83 37.1 232 39.7 90 42.1 55 39.0 87 37.8
1 日 0 回 160 24.5 84 36.8 ＊ 27 13.4 ＊ 49 21.9 134 22.9 66 30.8 ＊ 28 19.9 40 17.4 ＊

果物 1 日 3 回以上摂る 49 7.5 9 3.9 ＊ 27 13.4 ＊ 13 5.8   <0.001 33   5.6 5 2.3 ＊ 6 4.3 22 9.6 ＊ <0.001
1 日 2 回摂る 63 9.6 25 11.0 22 10.9 16 7.1 53   9.1 11 5.1 ＊ 11 7.8 31 13.5 ＊

1 日 1 回摂る 181 27.7 38 16.7 ＊ 71 35.1 ＊ 72 32.1 193 33.0 45 21.0 ＊ 52 36.9 96 41.7 ＊

1 日 0 回 361 55.2 156 68.4 ＊ 82 40.6 ＊ 123 54.9 306 52.3 153 71.5 ＊ 72 51.1 81 35.2 ＊

高頻度群 186 28.4 35 15.4 ＊ 73 36.1 ＊ 78 34.8 ＊ <0.001 150 25.6 18 8.4 ＊ 25 17.7 ＊ 107 46.5 ＊ <0.001
低頻度群 468 71.6 193 84.6 ＊ 129 63.9 ＊ 146 65.2 ＊ 435 74.4 196 91.6 ＊ 116 82.3 ＊ 123 53.5 ＊

1 人：1 人暮らし , 家族：家族と同居 , 寮：寮生活
％：各居住形態の総数に対する比率
高頻度群：主食 1 日 3 回以上、主菜 1 日 2 回以上、副菜 1 日 2 回以上、牛乳・乳製品 1 日 1 回以上、果物 1 日 1 回以上を全て満たす者
低頻度群：高頻度群以外の者
居住形態間の比較はχ2 検定（§ はフィッシャーの直接確率検定）を用いた
＊ 残差分析によって有意差がみられた
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2019年に実施された大学生を対象とした食に関する実
態・意識調査では、 1 人暮らしの者において、他の居
住形態（自宅、学生寮）の者よりも主食・主菜・副菜
をそろえて食べる頻度が低かったことが報告されてい
る 9）。したがって、 1 人暮らしの者でバランスの良い
食事の実践が容易ではないことは、青年期の一般人と
競技選手に共通した課題であることが示唆された。
　また、本研究では 1 人暮らしの者において、バラン
スの良い食事の習慣に関連する要因はみられなかっ
た。青年期（18-30歳）の食事の質に関連する個人要
因および環境要因を調査した研究18）では、食事の質を
評価した点数（Dietary Guideline Index：DGI score）
と自己効力感との間に正の相関関係がみられたことが
報告されている。また、江田ら19）は、女子大学生にお
ける野菜摂取量と野菜摂取の自己効力感との関連を居
住形態別に検討したところ、野菜摂取量と野菜摂取の
自己効力感の間にみられる正の相関関係が 1 人暮らし
の者で、家族と同居の者よりも強かったことを報告し
ている。本研究で調査した準備要因の項目は食知識の
みであったため、今後は自己効力感等の食意識を含め
た検討を実施する必要性が示唆された。
　家族と同居および寮生活の者においては、男女とも
に食事提供者がいる者に、バランスの良い食事の習慣
をもつ者が多かった。先述の大学生を対象とした食に
関する実態・意識調査 9）では、主食・主菜・副菜をそ
ろえて食べることが難しい理由として、「作るのが面
倒」（55.4%）、「時間の余裕がない」（34.2%）と回答す
る者の割合が多かったことが報告されている。した
がって、家族と同居および寮生活の者においては、食
事提供者がいることによって、そのような障壁が取り
除かれ、バランスの良い食事の習慣化につながったと
考えられる。
　家族と同居および寮生活の女性においては、所属す
るチームにおいて食事に関する規範がある者にバラン
スの良い食事の習慣がある者が多かったが、男性では
そのような傾向がみられなかった。所属するチームの
食事に関する規範は、行動変容プログラムの開発に用
いられる計画的行動理論20）において、行動意図を決定
づける構成概念の 1 つとして挙げられている主観的規
範に含まれるものと考えられる。Liuら21）は、主観的
規範の下位概念である推奨的規範（推奨行動に対し
て、他人がどのように行動してほしいと考えているか）
に関するメッセージが、大学生の野菜および果物の摂
取を促進させることを報告している。しかしながら、
そのような結果が性別によって異なるかを検討した研
究はみられない。また、本研究においては、食事に関
する規範の内容までは明らかではない。今後は規範の
内容や性差についても併せて検討する必要がある。
　また、寮生活の女性においては、人的資源である栄
養士へのアクセスの良さがバランスの良い食事の習慣

に影響している可能性が示された。これまでに、競技
選手を対象とした研究において、栄養サポートの有無
と食事摂取状況との間に有意な関連があることが報告
されている22）。また、競技選手の食行動変容ステージ
に影響を及ぼす要因を検討した研究によると、変容ス
テージが上がるにつれ、栄養サポートを受けた経験が
ある者の割合が高くなることが報告されている10）。一
方、本研究では、横断的な状況や過去の経験ではなく、
定期的に栄養講習会が実施されているか、栄養相談す
る場所があるかといった栄養士へのアクセスの良さに
関する調査を行い、それらの実現要因とバランスの良
い食事の習慣との関連が示された。スポーツ現場では
栄養サポートの一環として、寮へのメニュー提案が求
められる場合もあり、それらの多くは長期的に継続し
て行われる23）。寮生活ではそのような長期的、または
定期的な栄養士との関わりの多さが、バランスの良い
食事の習慣に影響を与えた可能性が考えられる。ま
た、そのような栄養士との関わりは、競技レベルが高
い選手ほど多いことが示されている24）。寮生活の女性
においては、他の居住形態と競技レベルを比較した場
合、全国大会レベルの者の割合が高いことから、属性
による影響もあったと考えられる。

Ⅴ　本研究の限界と今後の展望

　本研究の限界点として、以下の 3 点が挙げられる。
1 点目は、サンプリングバイアスが生じていた可能性
がある点である。本研究では、栄養サポートを実施し
ている学会員を介して選手を募集し、Web調査を実
施したため、対象者が、日常的に栄養士からの教育を
受けている者やインターネットへのアクセスが可能な
者に偏っていた可能性が考えられる。 2 点目は、本研
究では、簡易的に食習慣を把握することを目的として
いたため、食事調査は実施しておらず、実際の食事摂
取量は把握できてない点である。また、 1 つの料理が
複数の料理区分へ分類されるもの（複合料理）を摂取
している場合の回答方法の説明はされていなかったた
め、複合料理の摂取頻度が多い者においては適切に回
答がされていない可能性が考えられる。 3 点目は、本
研究は新型コロナウイルス感染症が拡大している期間
に実施されたため、物理的環境および社会的環境の項
目の回答に影響を与えていた可能性がある点である。
特に、食物へのアクセスのしやすさや、他者とのつな
がりが重要であるモデリングの有無などは、今後実施
される調査において、今回の結果とは異なることが予
想される。
　以上のような限界はあるが、本研究では、プリシー
ド・プロシードモデルを参考にした包括的な質問票を
用い、ある特定のチームではなく、全国の種目の競技
選手を対象として、居住形態別にバランスの良い食事

居住形態別にみた青年期競技選手のバランスの良い食事の習慣に関連する要因
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の習慣にかかわる要因を明らかにすることができた。
今後、同様の方法で競技種目や年代、競技レベル別に
個人要因と環境要因のアセスメントを行い、食習慣に
かかわる要因を明らかにすることで、より効率的なス
ポーツ栄養サポートにつなげることが可能になると考
えられる。

Ⅵ　結論

　プリシード・プロシードモデルを参考にした質問票
を用い、青年期競技選手のバランスの良い食事の習慣
にかかわる要因を居住形態別に検討した結果、家族と
同居および寮生活の者では食事提供者がいること（実
現要因）、家族と同居および寮生活の女性では社会規
範があること（環境要因）が、バランスの良い食事の
習慣と関連していることが示された。したがって、青
年期の競技選手においては、居住形態別に選手を取り
巻く食環境へのアプローチを変える必要性が示唆され
た。
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ABSTRACT

【Aim】
The purpose of this study was to determine the relationships between well-balanced eating habits and environ-
mental factors among young Japanese athletes according to living arrangement.

【Methods】
We conducted an online cross-sectional survey of young Japanese athletes aged 18-30 years between October 
2020 and January 2021. Of the 1,293 respondents, a total of 1,239 were included in the analysis (95.8% response 
rate). The subjects were divided into two groups according to the frequency of their daily intake of each food 
category (staple dishes, main dishes, side dishes, dairy products, and fruits): a high-frequency group (those with a 
daily intake of each food category above the median value), and a low-frequency group (other). Differences in en-
vironmental factors between the high-frequency and low-frequency groups were evaluated using a chi-square 
analysis according to each type of living arrangement (living alone, living with family, or living in a dormitory).

【Results】 
The response rate of “having someone prepare meals for me” was significantly higher in the high-frequency 
group of athletes living with family and in a dormitory. Among female athletes living with family and in a dormi-
tory, a higher proportion of the high-frequency group responded that they followed rules regarding meals that 
were imposed by their teams. For those living alone, there were no consistent differences between the high-fre-
quency and low-frequency groups.

【Conclusion】 
These results suggest that the presence of someone preparing meals and the imposition of dietary rules were as-
sociated with having well-balanced eating habits among those who do not live alone and in female athletes living 
with family or in a dormitory, respectively.
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